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第3章

ネオ ・ ケインジアンと力レツキアン

本市では， îÌíîi;'，�で、ぶしたポスト ・ ケインジアンの三つのモデルについて. ;ê (j) )'，� 1， iJ 

ならびに相互関係を詳制Ilに検ri付ーる. 去ずJ1泣りJのüí'jで， 2つのモデルのí'"í'j ììí，l.( l'じ'10，之助

学によって， それらの長期均衡の'1'']:'[/1を巧出し， 各々のモデ/レに体引されているが主計.

成長に対するよ{，fíJ{I�の相追を指摘する. 次のîmでは， こうしたよとW(のj:ll，ìl1をI，ijじj:↑:;1:1じら

でj込山し， 各々のモデ、ノレの本質的な泣いというよりは， リ必 必d虫 { ， ij，'川凡，'，Jι'，Lよ，J }，' 

i経':j主i王i済{像象の但歴:》火lと2(的'1ηl巾句な条イf什件'1牛|ドニのj逃主いとして1"凶)j�する ]i以IU比以f後後主去、の?何飢'�Î山i行jでlはよ， これれ/ �ら) 2 )のモγデご勺/ル レ でで
、

はともにうまく来対I打)，ぶぷでで、きない í�注とソ汁1刊1化されれJたよギjドl��コ天夫iたた:三;J をi取|以文り 1'，げ， こうした夫，l'IE(I�)なM�

ぶからのモデ、ノレの拡張・修正を取りヒげメ

3.1 ネオ ・ケインジアンと力レツキアン:成長と分配に関する

見解の相違

まずはじめに， 2つのそデ、/レの均衡成長引について， 主主"なノ\ラメーターの変化によ

る簡単な比較mJ一学から与銘しよう ネオ・ ケインジアン . .:.[-つ子、/レの均1�!，Jjぷl\( �ドゲは，

負 ・s_qo
9 ニ一 一一一 :

s-α 

であり， 基本的lこ， 投資行動およびj汁必行&hに!対するノ大ラメーター;こJ.ってjぷ1'<::ドが

むた足ごされる. 貯蓄行動の成長率にらえる;;WHiは， )形式的には

θq-l α(gO十β)
- ハ

θδ 一 (ぢーα)2 ----- V; 

として促えられる. すなわち， n+.;む|生!ムjのJニケ|laは不IJ]I似ミらの消火ír'，�: 115をiJ，!i.少� ll-， 0イ・

TIi場の超過供給ならびにJIイの価格ノk準のド併を引き起こし， (1 �"in1? <í%か -jとのむとで)

それは利潤から夫質賃金へのØí'1�} IJf分配をづ|き起こし， より低い不I J 11'/.]ヰ:そこ品、んより



f)g� 
θgo 

ハU

低い投資・ 必必需長をもたらし;1:，1; �ぶ;として司 よりほい'AJ<・42に純計fL-六年ち，\ 1か.�:.- -';:) 

ことになる. これはしばしば「倹約の逆li)�Jとよ1.Lll �ふ'hrL�;-で';h:久 よく欠11 ; -) ，J した(!'J:
訟に!刻する「合成のぷぷJというケインズブ!りなモデルO)�、子{吹をぶしていぞ}

また投資については， それに!長J-� -るハラメーターのI'j，'，は. 以卜.のように、 叶\、、�­

jぷ長率を判lし上げることになる

8 - 0' 

。(/ s(gO 1β)、 ハ
θα (8ーの)2 --- V; 

。 (/ ' s 一二一 ご 一一一 .... () . θβ .ぢーの

すなわち， 任意の利潤率のもとで， より多くの投資を/I_.�じさlどる「アニーγル・ スピリッ

ツ」の高まりは， 経済成長を押し1-.げることになり， これもまた川叫が111心的役'，I，"J{i

出じるケインズ)ねなモデルにJt辿のものである

次に， カレツキアン ・ モデノレについて巧-計三しよう その均衡成iピドヮ1 (.J， 

� 8goz 
q _:__ 

(8 -α)z -βαk (1 .， z) 

で与えられる. まずJt守主については， ネオ ・ ケインジアン ・ニビ『デノレとI，i出長に「倹約び)

逆説」が成立し， 形式的には，

θグ gOZ {αZ -トßak(lトz) } 
θ8 {(8 - α)z -βQk (1四I z)} 2 

.，
 
、EESJ'SE・、

と表現される. すなわち) 11' j; ïl/'I''!: I í IJの|二封-はポIjjI1i:J/J)らの1n�li"I("� �:をiJ.}<.少�l仁 川，Ii似
の起i:ìM供給を引き起こし， そのことが稼働ょ存を低卜ーさせ， よりイ官j氏�\;し'1投文r資�:t . 1抗'，1竹，1作JヤJババ山{J'μ川()子川η川ll口汀山川川lT?勺hりi了乙ωυ，;H川川IJJAif4lli
もたらし) 1走終的に経済成長および不Ijj間半を低ドさせることになる

また投資についても， ネオ・ケインジアン・ニE-デ.ルとI，i]+;長に， それにl共)勺J -ゐハジメ、ー

ターの上昇はすべて成長率を押し1-:. !J'る

。グ 8Z ，. 
ぉo - (8-α)z -β似(1トz)ノV，

め一
ゐ {(8 -α)2' - βα人・(J ト Z)}2 ./ () 

θグ
θβ 

ザOZαk(J ，1. Z) ハ
{(8 -α)z - ，3αk(J "Z)}2 ;- v 

つ，)C 



サーなわち，{fi，U;の手Ij11�H勺:つるいはほ働ヰ匂Jもとで， より多くI)J交ぞ:t {i_・/1':.じむせら

ニマノレ・ スピリッツ」の11iま:J IJ， 終消J\(:パをJIPし1.� �ずと)

以上のようなJt十三iおよび段資計1vμ7:もたらすれ済NL:への;;;;マ!��:! I:.L ， 従ボのネメ

インジアン ・ モデ‘/レにも体引されているように，iiU:;たが:11心的役ilJj fL-九日じむすべての

「ケインズIYJJ llE論に共通のものでわる

しかしながら， カレツキアン・ モデ、/レがネオ ・ ケインジYン ・ とデノレとUと:JJ'I�Jに.'N.

なる半日jlZは， 次のようなrilU IJの辺ij)�Jとぷ引される'J'I:1Lt; ，で、わり， γータ ・ γ ソ

ごの公化が経済:J成長-(こもたらす;止何年で、ある すなわち， ここでのモデル()) Ht:，í: 1 i�1γぐjf�

ェ\Ji<.J(こは，

θゲ 吹r;o30k
<: O. 

f}z {(s-α)z - ，]0;，(1トご)}2

と衣さ��る. このことがrit)1 jの�d)�JとよばれるJII:I.III:t次のことにめど) ， サヅ心いん，

マーク ・ アップム容の上好は実質託金不の(民ドを江味し， これはい|々のそI:.!)'(.X.にとって

は白川の減少であるので， 稼働引が -注'であるなら， 利11In:_�.�を_1:'.11ーさせら し功、しん

がら x'fli1金の低卜ーは泊先�rir，;:1tのìJ必少をもたらすため， fÄdJUJ . �" �を1'111し1 ，. �ずるこLとに

かり， 結果的には， より低い手IJYrl，�lギおよび成長ギへと伴j庁(土決ち心くごとになお. .ì �'fi 

にいえば，イlti)々のlj主将ーにとってはれj) IJの川大と}ιえる'ぷ切れ令中のI:.�d.が， ;f;i;��i'1り

には， よりJJiし\不IJ澗キおよび成長率をもたらすのである

このような実質賃金本と利治リギのlビの関係が/I.�じるJII\IIIは， カレツキγ'ン ・ モデ/レ

では可変的な稼働ギのために， (2.1)式の行金ー不Ijylll:jアuンティアI� 1体がシツトすとJ77、

らに他ならない. こうした天J1ii令不と不IJYI!I，JギのIJ.J係(こついて�}�ft j -，). A 1，/ ，r. その11: (j ) 

!共j係は「夫f'Í託金と手iJ1IV:J率とのIIIJの，II'tlJl派(1りトレードオアJ (八Ill，lc!(，()， 1 �)�(j， p.l日1 ) 

に一見反するようであるが， 正併tiにJえば， IriJ 'O)lr(令ー手IJ1111:]ブuンティア1:でのl対

立的分配の変化J (St.cjndl， 198fl， p.55)と， アロンティア(!体のシソトにようてもた

らされる「実現される剰余イÛJî1pJ[の公化J (i {; úl， p . 5 El ) との介}JX:í:rll ��として， そのJ I �の

関係は生じるのである

また， 'jミf!J1=r金率と成長半のlビの11・]係、についても3 カレツキアン・ニじデノレのこうした

特{放は， しばしば， 経済学のなかで長し、イバ統をイf.)-るjfJ少m�li'ri命々し、し1-'/ (':!;:riÍliìとし、う

たものと関連づけられがちであるが， しかしながら， そこでの:k'é)t1?�ヱギと)1幻とif--の

正の関係も， 先と同本長に， (2.2)ェにの?f��Ii'- }!文jえアロンティア1'1体のシントによゥてιた

らされるので、あって， Wj1tの拡大が経済の拡六をもたらすといった渋川|、なj的少?ì'í .j.'i' riÍ!iì 

に対してはカレツキアン・モデ、/レは一線をIrJljしていることには間ぷすべきでわろう よニ

、Ba，J('
 
、4、J
'
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こでのモデルに照らせば， X 1111合..��;とi'ぷ汗JAh:v) J�の関係がJJわう:すあためには， J4干

:ti .法政íY�::公:品q;主主{JUJ�+�(こ:d�(こjて"ぶすと，)， すな).)ら，(1 oとLパうti..(_ J.・がj;!と:i[:IYJでんとJ

/3:__Oで、あるなう， ユょ;Y'f 1 f( ':Îl :ò+�の_I Jr/-をiiliじた�; j '{'( ，t\;:.'>.tC/)礼、I，! l伝(引jベ:τる�'I'.:j�hこそ- 1 _ 

れ， 終済JJえ1-< ;，y.� �こついては{IIJのj;ヨマ�r;.�七lj・えないことになふl

さて， ゾj， ネオ・ケインジアン・モデ、/レについてI:t， 1 :.ìfのような:JJレツキ)'二

モデ‘ノレの特徴的な帰結は[J父立しなし\ ネオ・ ケインジアン・モデルでは;ぷ;-tJ if(�):ベミi:

H'J!諮および投資・接対行動によって決注-されるもので;h (j， (2 ， q) J心こ〆j��，jl-Cl\乙、

うに， むしろんい\成長ギをもたらすハラメーターの変化， ォーな，1)1)， U'J:ï�日"'Jj: 1 t， J ()) fH: 1" 

や「アニマル・ スピリッツJの1"")去り， /丈今:て， 低いユ/[1nr(ィr'Z ; �..�を/ 1 �じさせふこと;ζ

なる

したがって :2つのモデノレのこうした泣し\l.-t， その去;jミ経済}Jtl<およびjリj' [:J分I�L�; .: 

対する兄仰の相逃として反映されることになる. 以f(f-� -れ1.1， �とず :ドオ ・ ケインジ

アン・モデ‘ノレで、は， IL'Jし\Jぷj立中をl可能とするためには， iT4三からより111iしサ" J: i �i: i '1-11 � ， í ， Jえ­

もつ不IJII均への所特円分配による必ilJiJH守告が行われなければならたい それ，に刈し， プj

レツキアン・モデ‘ルで、は逆に， 不IJII'I，]lj'\ら託会への}jr1リI!f分l\l;0\， I'，':jしリAl，<;�べをしたら

す一ことになる

大ムに， こうした泣いは， 2つのモデ、/レがともに似入1:しているよ5ij!?if(イl汁'.{i� � } j Î' / j.とい

う仮Jiごのもとでは， J万1�J:の再分配をづ|き}�こす物イdlî仁川ベJインアレーシ:_Iンに刈-ずら

J�)Jの泣いに|立科f-�-る. すなわち， ネオ・ケインジアン・モデノレで{よインノレーシJ

ンは?':j \; \成長率の兆しで、あるのに対し3 カレツキアン・二l-デルではそれは1J� \; \ )点jぐド

をもたらす-])��閃であメ

もっとも， 2つのモデノレがこうした泣いを持つにもかん、わらず， それらのモデルがと

もに経済成長における投資・?左右'.i'，(\�:1tの役川を，_nりょすゐというケインズ(1りたJlILj(Jíì (I� J )，L; 

11Sにj'/�っていることも'JJ尖で‘ある. したがって， この以(こ�"i: 11す-)l，IJ， :2つの七デ/レ())

J主し1は「オ'(f:í的JなjjZし\とし1うよりは「リrt�IVル以jのj立いとして�lそJlHで;?とJ 次í'(riでは，

そうした促え方を検l討しよう.

1なお， モデ、/レのこうした料f徴は， 経済政策的なWL.'，'，i.から， ポスト ・ ケイン戸アンが � L11'してドリJ�て)­
る所得政策を， インフレ抑制策の文脈だけでなく， 続済成jとの?tjL，r，'.�からむノJレツキアン ・ モソルlei­
その理論的基盤を与えるものといえよう. ポスト・ケインジアンの所利政ルにつし、ど(1， 11 él" '(J11 <i (l 

and Trarcourt. (1980) /-t次の上うにifべている :kr;.<i\ そ(I)J'!'，IÍtiìの1 ')ジック元‘イ� 'l[jI:XI'I'J( -，jii'，; J位以
の主張につながることはポスト ・ケインジアン杭済学の全てのぷ1;J?の中.1f1放でんあ. なl� !� �:) J tlf'lll'� 
賃金水準が全般的物仰木市と経済や:休のみ:ÅË，!'ltがfJlln�，J-.) -るぷ心ごん心片いジケイ/ジγン0))，[，本(1'-)
洞察をその政策は取り込んでいるからでんる_ (p.2G). よたJ ïJ�スト ・ ケインジγンの促fJl.\ J石川
得政策はしばしばTJP (Tax-basccl [JlCO!ì1C Policy)とIl引どれJ TI!);"..i上u子の先"A�rl�) I.d)I�lIll，-行日.
ワイントロープについての解説としては1H)I: (10CJ5， 第L ，';'，:)セ参!!日



ネオ ・ケインジアンと力レツキアン:2つのモデルの統合3.2 

(I�):，:.i;l�えとdJ:2 .r) ())よビーデ/レをおど\-戸のHl:ta与をflj[-{o\\.thorll (1 D81) 本的jではp

モデ‘ノレを， 稼働ベ:� n - .f'h'iV:J;'�"� I 、1 ，�・jflÎiウ、ら;uえどJ、二と!こJすなわ乞，仰を考察しよう

h� 1))(こカレシ内-一-のH�Ml.lムで泌諭することにしよ〉2つのモデ、/レの泣いをíiJjて，

:. Jl， !:) (j )づ't J}�γr�，j六jン ・モデルにおける稼働率uと不IhI�:lネlとのひと:Q:・をみと)ために，

ま-f 1つは，it金)Jf!b';に(:2. I .1 )をÍ!IIÎ出)J.fVJーに(2.1) ( .. -代人してる2つのェにを導こう.

と|呼ばれるものでわるー」
't
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川司
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γ1τ介tFill

 
えられる

、、tf'''l
 

be、，
.
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J'tーも‘、

'l.jCンパ. (j)γ--ク - γ、ソ

アコ'u{ z/(l-トz)} /川

すなわち， この式が示しているのは， 仔:ぷの抹働中のもとで

プ価桁設定'によって決定される利1IV.J)4三である し7こがって，イ!ili 1科11幻ど(こI �りする'I:}(: 1行-

の主体均衡をこの式はな味している

と|ト下1:t').1るむのでJらり，稼働率uと利潤卒7、 の関係をd-<寸2つめュ-にはl:k引1111総J

ょにとJJレツキアン引のJ辻氏・l";!i{úl.�:J以財ill場均衡を去すケンブリッジノj程式(2.:�)

次のような手IJ�I�Jヰ行、と稼HVJ;ドlJの|対係がえられJるから，(2.]2) 

(九三)7・- (.90 -卜βけ/(8 -α) 

この式は， JIオr lí場均衡をぷす不IJyI1:J;れと稼働中のノ'}， ;ì1f;の組みつわせをぶしてすなわち，

としJ<JJ�されどJこの王にはしばしば「成長のタームでのIS 1111印刷ここから，い6.

カレツキアン ・ モデ、/レがftLりとする不山小必AUrIRl@ I�ごlìíH)lしてはl以上の2つの式を，

!日ií'[jî (j) Jl' J' ï�1υJよυくJ交伐に|引す叶��. 1 �こおし1ては，ポすれば， 図3. ]のようになる2

プノレツーヤーノのシフトに対)，じしており， 他ノJ，災現lUI似(;).2)斗tかレ〕変、ノ刀ν々/メ
一
プ

ン ・モデ、ノレの特徴的な帰結をjAいたγーク ・アップギzの変化は， 手IJ?11r] 1 j j 1 n;}� ( ; ) . 1 )の

シフトに対jぶしていることは明白であろう

こうした平家{到J:;� 'u -手IJì問中7ギjiliからネオ・ ケインジアン ・ニしずルをi)lえイJさて，
のイμ)j二'IJ .;ノ〈占:な役'，'，'IJを�'II.「ン己イリぷ!万JJそのモデ-ノレが，}Íj促する当然ながら，とすれば，

そのモデルを稼働中'lJ.ーポIJìflj':Jギl 、|乙，(， jでi){ I J � ，)-ゐとサ)1，すなわち，うことになる

ネオ・ケインジアン・モデルが分析する杯前数約すれば，図3.2のようになろうば
あるし\はJミ1ニFど'ti . ï:1ifj'i'，('，;: は， 貯蓄性向の低さによって表される{ìJ�'i"r'r'j��の大きさ，

2なお， カレツキアン ・ ニモデ、/レの安定条件(2.18)より，

Jーの> 0， 

一円、あるので， ;た現山総(3.2)の傾きは， r常;;
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11 

図3.1:カレツキアン ・ モデノレ(核HßJ�+� '11 -不IJ1WH�� 7 、ド1 (1 i) 

る

「

。
71， 
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7J 

図3.2: カレツキアン(稼働半u -不IjYI!l:jギ7' �V-Iúi)からみたネオ ・ ケインジアン ・ モ

デノレ



ほどに大きく， もはべ，-:jJレツキアンれなほ(中μ

ことになる3 凶3.2のような:ぱ態では， HS=おおよびjjt資行動O)::�íヒにた)").t:サら'ぷJ"�I.iill

似(:).2)のシブトは， 不1]11可:，t，� 7・ の己記化によってのど叫ん11メム;!しらことはIYJ七泊、℃んら

以上のような従えノJをすれば， 立つのそテ.ルの泣い::にそれ，ぞれのセデ/レがji't'iく対訟

の巡いとして， すなわち， カレツキアン ・モデルがイJjulごî::r�:ú目立イ、iiう(f�J}.U�il:f泊、 * 

オ・ケインジアン ・モテ‘/レが先企稼働の�':iIJ�l寸前.i�， i;; 1 ti，くifl;L\としてJH'lJlnでふ-ふ，- l 

になる それゆえ去た， こうした分�Jrえ、jイ交の泣:L. \(J， ネオ・ケインジフ・ンJ_;.::びプノレγ

キアンのそれぞれのJ1JLì命の以1mがなされたlhTJ知的1!?j止の泣いとして与えと〕こと七で\

るであろう すなわち， I)íí-X'(よ主として， し{ば丈しば「ωI山 !liイ4余斜Î):初三ν11川1.山川、，'1'ゲ'j'引.

1ω99ω0) とd表〈易引tされるi戦i波央後後、 の先i進1主在ιí�ιi九11洲打引1'1引 :刊 |ば1?王i消r庁 :守rOのJパ|川Iμ川îJ巾加和机似J1川伴μ川川 11札仏川川川lト1 ; '山山.1 J4J午、JjI午判'j:{代に (的"川|内り以片な戸υ，'，川1υ川Jバj }J広= i終I�常「王灼王出 jぷkJVJ にそのJfll耐'(j)I Ç

a症をr，']:ち， 一方， 後者のカレツキアン ・モデ、/レがrt 1，1されノたO)IJ， 以|、Jぐ比�:) .J:川こ，

í ;，'，i金時代」の瓦仰を終たうi乙illi，:mq経済のí，';.:�.:g:JVJでめったl

このようにカレツキアン ・モデノレは， 従米の不オ・ケインジアン・モデルで(より1;..(:.どに

よって排除されていた不完全稼働を{、j:う低経済成kにおけるjぷl�と分jRj己のI�，J係なI�Jぷ

(1句(こ��R命サーることを，iTÎJ�としており， まさにその点がカレツキアンのJ'Hd�iÌ(l<j I，'! Ih人レし

て認めることができる. ーブIj， JJレツキアンの矧}ll\J�からすれノば， ケインメ:'(1<jイイ幼'0'1;: 'Jf 

7命からみたネオ・ ケインジアンのある稲の「すわりの必さJが '}I;"ifリjらかにならと七

いえよう. すなわち， その分析枠組みはíケインズJ O)tlを辺しながらむ， í J(:JVJ!'I<jJ 

には完全稼働が成立し， もはやケインズ'(Jりイィ幼;117裂のメカニスムはHVJ/J \1川、とすゐし

のである. もちろん， たとえ「似JVJ(Jり」には不完全抹!fVJといゥたよ?なJJ�匁はあると

しても， いずれ「よそJVJ(I切にはそうしたりi象は除去されるというわど).frれ1) íljíd山下IJ

l析は， IIJ日山\経済年:の伝統一1\lUl-iJR (1<)・ γノレタスiJR(I<j仏;目白木U\J 0) ;;.:i{<'[，'} 1:ノrCi川!内

定IrιょHJ派的なイfUî格メカニズムであれー の111ではむしろx�it2(1りであゥて， ネオ・ケイン

ジアンもまたそうしたイ云統のqlにもJ/�I�は一るものとγf何できる それゆえ， じるん、よ勺

ユなお， このようにネオ ・ ケインジアン ・ モデルの -お全似�r)J 1をír'J"11UIりんむのとj)[λr. �とμんど、
然的なものとして促え，|〉己全稼{r)JJの{tútの正、'í.(ヒを行ったよ産品として， ノノルドプのt品t治がん:j-q
れる (l(alclol'. lOGl， pp，195-20:1)， この;r&，f�iíの'�.'.'，Î，(J. ノJレツキプノ(J'J /._' iン己イリ:川i)JVJííÍ'r( :: ィ-
安定」なものでしかありえなし、ということにわる 日しくIl， 以ドのtilLiÍlií :{..，を本)I{{.

，1こうした促えノJとしてにに 野口(1 000， �111 市)を安!日. そこでは， ノJレツへのJUljf( ，�. )，HF: �.ツプ1[' • 

カノレドアの凡仰を目，)(大モデルとし， {後走才者者í'をi戦i出出\H後去の資本i七::f義主刻I_J凶iκ川.:1の11•心晶ι.
いる
なお，えも111』に形式的な観点治、らではあるが， J)llt:t， (1900， cllap.:けでは. 1Jf rl，'ljlJV市'�JI.;: '��本J) I'T'[.n 
性を仮定して， 可変的な技術係数(資本. J[t U\ j，;j 1七平)を将人しJ � ;'，，:.�庄の劣化が作tJ \r;';j ({京(!!VJ .�.) と
価1ft (手l]i作j平)の両方の変化をもたらすようなそうーソレを十件l点することによって• �/.)(j):_ rJしが泊、必
り似通ったものになることを示してい手



て， そうした幾分あいまいなï)ì的l�Jによることなく， M則的にお:働�.;，坊:f変化しうο

ことと長JVJl'J'-.J:こ稼働ì �.��が元合法1�日j以卜で、 つむ:こ%と;Jしるニととが/'}[守しれいi!ff令i'l�な

議;命のJ1!l n�JをIlf能{こすゐとし\う形J"\:JIりなfltlJ IrlÎからも、 カレツキ-f :. ・ ，"..ブ';'/レ!?心i川Ih

れるべきであろう

さて， こうした刈lwrl句なfy;止に)JUえて， 次郎副ぐ、述べど)ょう/� .nJ'灼lν�;:'rT J;::を{、1:'っ .. - .-

カレツキアン ・モデルは注目を集めるのでr(つるが， それとともに， メjレツユy.γン ・4ヒ

デ、/レに央jーする疑問や批判jも生じることになった. 次;こそ;J しをごど"しょ:

3.3 力レツキアン ・ モデルをめぐる批判とモデルの拡張・修正

3.3.1 力レツキアン・モデルと定型化された事実: r利潤圧縮」による経済停滞

70年代以降の多くの先進，itï[Lj純計:はr �l'lイiど11 ，'J=代の上LW(J C\larglill ;llld日(' 11U r， I �日J() ) 

と呼ばれるような， lì'Lなる術以iねな小川ではなく， l\(JUIIねなf';'千li;:(こ1-;((1勺た. こ?した

E凡夫に呼J，ぶして， 不完全稼働をfl�う低成長経済をjI'iiくプノレツ斗アン ・ モデノレズドìl_ 11る;

集めたわけであるが， それとともにゾjでは3 そのモデノレに刈寸一るHtllJべ_)��;[: I I\Jも1.- \ 

っか提起されてきた. これらの批、1:リのlつの焦点は， カレツキアン ・モデルがイ( -;Jーとj

際だ‘った特徴， すなわち夫1�T11イ松本(および行令シェプ)と経済成1-2ーとの![-:ωWJ係と

いう特徴と， 持金時代の瓦併に大きな役'hlJをちiiじた「午IJyl\�J[E前i'iJろというjJ九円ヒムA 1. /:こ

'J�*との関係、である この点に|対する代ぷ|切な議，i命(土砂くのようなむので;1;) ;:j 

「近年のOECD ，�沼E剖[凶』におお、けるl所j万7所f件:ザ}分配とi経任Uげ済洲�削f引j成ぷi長え.σの){似ば凶卯i江山ω川liド仏l[h川，1l

凡したところ，415j，;if論的〔カレツニヤアン(10J凡角f(に疑川をJルfかけていゐ

ように込Lわれる いくつもののf先がIYJらかにしてきたことは， 介衆I klJj，J 

びその他の凶イJlIJ祁|主lにおいてGO年代のrll JVJからf奈川にかけて以後， i?{J;:: 

シェアは|ニ昇し利潤シェアはド決したということであゐ. この分II�己シアト

は， お おささざ、い、 つば， �ににこいつてrスタググ、プレ一シ三引lンJ もしく{はよインソレハ川:ノρj主

イ仁'�Iド1つた低j成7戎え長の11同|向3寺õJ月別与引jに 一i致3女CしているJ(H到仏](、Cはkcr， l�)�q， p.:)�)S) 

もちろん， こうした引象に対する1つの解釈としては， その1l.'i'J lJJにはr .:1Jレツキアン」

ではなく，rネオ ・ ケインジアンJ IYJ状況， すなわち， i行1�令三シコ-，jアγとi経壬U約1)成ぷl\(又てピ._ベニベ;:t川ルρが、:沖;

する1状状j木犬Kた\況がj成Jヰ或)比Lむ�'T__してい7たこ， という角解平釈もありうる し均か、しながら， こうし1た;乙U二ゴf!iíl�析作'jíl昨4午刊T吻U以� ，にこIJ

5手IJ�'All王結論はもともとネオ・ マルキシアンの，j命ι.(こ起ル�(をもら， それltj曲'，;;:;， /Ufd-t卜'.11'ベi u.)j，rrfヒ
と実質賃金上外の加速化によって引き起こされる不Ih!，，'JシJアの{J';:ドセJHてJ-. 干Ihl'nJEfîii�こIYJサイ)�H/i
((J�t理論的・尖証的研究としてはれ・cisskopf・(1 n (0)を参!日



;火に述べる うな大きな[f)泌がありー U γぺ上，fLitオ ・ ケインジ7ンjの山1&.1てれ;:/tr

から 「カレツキアン」

tj_えず \のである

まず第1の囚英f(�は，

のi底E点iとfr��長jjT と 1う!Iし�i免の))�[ l大.(二 ...... ) l， \ �と /υどfllJ()).-1 �I:�心J

たとえネオ・ ケインジ、γン ・ モデ/レがlfJlL11 IL4Rシ.γγPとlJ�し\{í:y， 

済成長半のr�J係をJ的くとしても， そこではlìíj.(;'(立川l人1・ごr t ，/;_く、 jJし7)1去、お'(j川lifJいえに

ネオ・ケインジアン ・ モτんレ(/Y_よ�?T \_I({rドド(:およむのである. がjJniで、述べたように，

公金シェア) ( J女Þ . i1iら，']1-J切IJ{こよってtJ�)どされてくみのーぐわり Jとこ"C'( ;� Jr:� J'に1'1<): - '，'己

今稼働を保つため， 低い�J:ýtrJぷkをもたらす投資・1子治1.i;i11:弘:'(/)1J\ I、が， そ;!1，な;'ilì -) �ì'j 

ji'H11:安のiVJ大をもたらすような夫氏行金本(才Jよび.(L1 �三シメγ) の1"日-と;ivl;び....) ( ;' (') 

れているにすぎない 11令シェアのI-.ii.かいぷl\(:.ド{1\ドへ， レ 1うポ1J ì"I'lj;， 1:�'i;'lri'�iì (/) ，に、1.畠

の筋書きはそこにはまったく合立されていない

第2点Hは， このようにネオ・ ケインジプン ・モデルにおける仕合シiプと任tj� }J父

長率の十日以関係は それが成立するノミ"JíH)Jとして完全紘働の状態を叫すみのであうて

そもそもそこには↑心計iJ， 稼働中の低卜あるいはA来中の1�:J iーとい勺ì':_:1)�1)�/:とう?とくJI'，(

り込めないのである ン己全稼働を{μJiごする本米のネオ ・ ケインジア、 . ':l子デノレカ、1:)寸-

れば， たとえ貨幣賃金のヒケ1.;0)/1.じても， それによる泊代;iU:咲のJI;I'I )((よジ己令:1ま仙の{}

とで、はイ面持の上M，を引き起こし， この仙i焔|才lLは'よ�}tl 1?令および行令シーl'.アがんのノj<

計qに反るまで続くであろう

したがって， ポスト・ケインジアンのJIE Ij'ôt 1'1'')な佐イト"Jj:のîrJL以からい， (V) Jでも，

オ ・ ケインジアンのロジックは完全稼働のlfJi成長経済にI�H';.どされなけ�1 (Jてl�らつf，

.れ

のことはまた， 低成長経済を例町に人れた (柄引動中をl人Jll:化寸る) j;レツキアン1'1<) �、

作来IIみのなかに['託金シェアのI'.:J 1，を(、1:った成長引のイJ�ド」 と \う;，1.: Hil�イヒδれた'Jí:ンと

を取り込む:必裂があることを/ょしている 以ドでは， そうした!決ひのたル、'Cí\:jdl<)�(

2つのものを取りあげることにする

3.3.2 「力レツキアン」型投資関数の修正: Marglin and Bhaùul'iモデル

J.\1arglin and Bhaduri (1990) 

促を修正したものといえる

のモデ/レIJ， ['プJレツニ1二アン」 の投資!日u誌の11日:黙の，ìíj

まず絞ら( 投資-JfjM11i!必に長jーする1'('<í::: (/パ:IIJ_i-0-る2

つのイJlI日J， すなわち， IJ:PIf物1 ìpイ立ilfたりの不IUjìl:JをiJS:トーさせ， i9:tiヘ(/)�!IJ(放を�J:J t))ゐ

r ��，) IJ J としてのイWJI.wと， 平家(引率をよ竹)JIlさせることにようて不I Jil'l.J追っiγ1'))110 tL'， ，1父白セボIJ

激する 「i需要の源泉J としてのイJVJL白j (こXflヨし， カレツキアンベn交1'i I.y. J f!J. ( :t後fí'の効見

を過大に評価するバイアスをj:ij:って \ることを指i'l�りした. 例えIJ， lìíj 市



!J - .90 + C17・・ト/}u，ご (}ü ト 。(1Iπ/0;..) -1- ，311 U.I'-Z) 

ン ・モデノレでJTJし\た投資・芯Jfi山政の場合， そこでは平1:;:1'1.]本1・ はむ1) ).t::， 、、\).1，め

ように，
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ォーなわち， 稼{JYJヰミ11，と手IJ�IY，]シェアπにかliiごされている こ;JしにiVぷず;jしいf， .J史氏・

ぷ|対数(2.12)式は次のようになっていメ

すなわち， it令のi1S'刑JとしてのイJliJ Ifliは， 手Ijyl1ljシェアπ(寸th ，j) .[:) ， ノ|川'=:4女! 1 ìì'í.(\'( 

当たりの利YI'I�1マージン)の低ドとして手IhII!:J�+� 7・を終111してj:�fi(ごí1 :) 1 Jする jj， ill 

金の 「需裂の似��J と してのイJlIJ lÍliは3 払紋d働励半 '11υl のjパl切11叱と しし‘て4不利;礼司lり山州川川h川川川川�II川川|ドいげll1ll川l

J川日す-るとl丙6JII昨寺加lにこ， 1，みfðYJ中uのWO)IJそれ.1 l' j {4�もナ之氏をlfバめるタJ;J，1占をr1f:うていらlì ト川、「

不IJ1Iり�t.5をかモ1 Llしなし\稼働と作の�xf:i �こ対する�il(.\'lしたがIJ��， -�. z正，j ) i:} (1. 1 2) Jし， ) ，1:う

なj;JH形の投資関数のバラメータ-d、oについては， 似らはそれJを「必}JlljiliL'工ゑ・1'1:J 

とlトFび， それについて次のように疑問倒している

手IJ1問率が a定(こ制u守されJているとき， l家HVfドのI Jíl.がj心))11(1りな.J::lìò乞

引きHうすということは， 決して併Iiかなものではないし， また午、ltにIlhこりそ

うなケースでさえもないので、ある， ßEIIIはíl1'iììiなものである cし， {')dl助

率がよ自力日して， 手IJ1I月半が .)j二'にとどまるならば， そのiみJij!?， ポIJyI11.Jγージン

と未IJ11��1シェアは低下しているにちがいなし1， ということである. したが勺

て， [稼働ギの〕投資に刻寸一るガ��とは， lfJiし\稼働ヰiのプラスの効広とfJ.�し、ììí

位当たりの手IJ1WJのマイナスの効民という2つのみの介Jぷij;/ijj�となるのでjわ

るJ (ibid， p.168， 訳] �n]:O 

したがって彼らのとるべき分析の)JlíìJは， it令の2つのイ:II!Xする必JJ米をiXえる2つの

変数， 稼働率と不1]11均シェアのタームでよ&d'hhをすることである. JL体(1りには， 不1J �I'lj ��.の

決定式�，

7、= 'U.1ï/αk 、・・l，J
J
J

 

J
J

 

'
'

 

rFtt‘、

を川いて， 稼働ギ'u-手tJilV，]シェア介 、引所でそデ、/レをJl.見聞することになる 1 ìÍj í'fI'jのプj

レツキアン ・モデ、ノレの主要な2つのtJlJ紋， 手1J 11'h] rlll kJ� ( �. 1 )パと'ぷ引tlll紘(:).2) Jに{::，

(3.3)式を用いて書き換えると， それぞれ3

6もっとも， 賃金の上昇が消費需�を通じて十分に稼働ギをl山iめんいs づ・�Cわら， iiJ金からの11')'抗.1:1:
|古!がある一定以上であると， プJレツキアン(1ワな民全と成長のJEのWJ係か11:じ々し、ケーメかんろ

の点を指摘しているのがSarkar (lDDl)である
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となり， '11，-π平副でそれぞれのよI:�口、ど1 ;1，:�の<LうにぷふれI{;J ï. �:IJ;'llnヰ� '/ につし1てi:i:

(3.3) ェにから， 午等等2F:利j判|問町rUIi1線涼が'(υ1 - π �I�訂勾fi

の変化は， 夫尖:現曲j紋3涼Hヒ(財市拡場場JJ.のI均勾衡) ではρ .パ吋Vγ (ケンアプ♂リンジ)iパ'r'�，J'に\J ï.泊がj戸〈行JJ比り\'/

つため， 不1]1間半の変化と!日jじ方向として促えられることになゐ

こうした彼らの分析の本質は， i投支!資白.J抗f古i刈み泌泌4らHμ』」i1!川唱

のイ判什相:[千刊['1守?リIJ以χすす-る;ジ必効;与以幼りジめJJ月栄占のノ大(/小l卜\によつて' 多械な 「レジームJ 1.; \発1.1:， -，J-ることな，md�iÌすらとこ

ろにあるのであるがS， ここでは， j1li令IIY代のJLWI�σ)fiJt(釈， サーなわち， +IJ;III]川桁;にJ:心

経済)J父長の低卜.という点にだけ1.(し1，1、Lを絞ることにしよう このJJi(こ1 !J�，J寸心似:らンσωJ万刈瓜瓜;1示品ilLV日í;，マ川lJ山川l1;

を打m併間�'百11単詳に要約すれば，í j;貨f金シエアと;稼易家�1'似働到動IF千宇:の;正l正:のl以山父共対刈:J行H係矛系u のな均か、でí門^L f{ �令三シシ，コ心:アと幻jω、\，'

率 (およ ひび、平利|リ!打j澗!問到ミ卒存) σの')1釘ミの関係J が/ぺ生t:_じるf叶lザJ能十れ刊性:リ生|七:がdめrつ〉る， ということであら まず3 仕え

らは住金シェアの上好=不IJyl�Jシェアのドì'拡を不IJYI'/:lllll総(:)，:1 )ょが|ゾj(こシフトすむこ

としてJ1tえ93 それが稼働ギの:1:1;ω11をもたらす状態をíi'n.，:j;・1治」レジームと正Jたずる

これは11.- π平面で、の夫脱出総(3.5)Jえが「イ[ドがり」としてぶされる( 1、ど1 :).:�) . し

かしながら， こうした右下がりの天引IIJ1総としてぶされる「十川市論」レジームにおい

ても， 利潤山総(�� . . 1 ) 式の下方シフト がjぷl�ギ (および不IJYIIII，]ヰ;)を十'1'し"，げるんイ'P l 

下げるかに応じて2つのケースがありうることを彼らは指摘し， ïìíjt，をí IÛJ liji，J I;�iì ，Jレ

ジーム(1送1 ;).3-(1) ， 後イ?を「コンブリクト」レジーム(1;;.::1 :)，:)-IJ)と彼らはI1、Fんでい心

したがって， _it'I金IL'j=代の瓦f�i(， すなわち手IJYI1，JH到i'iによる終済成kの低|、I:.Lí十七日|;liiiiニl

ンアリク卜Jレジームのなかで生じたと論じたのである

ここでで、は， こうし7たこ 「コンアソ夕卜j レジ一ムとníりj .";γ('11託治j命臼じた力レツ二キ\ヤLγアノン . 守〈じじ司フ­

/ルレとのi関羽係係、を安1赤が約:ポ心〈句Jすることにしようíコンプリク卜J レジ一ムは， J均5勾)1術m釘似j卜九川，r人fμ1，1

忠.� (ω3.5ω) 王にの1s頃兵きが?等F手荊利lリl打?問jゑ彩��σの)1if.瓜{きよりj大〈きいことでで.あるカ当ら， ここでのーしーテケレを) I j 

し\れば解析111には，

7 Marglin and Bhaduri (Hl90)のオリジナルな分析では， 彼らが . /1:/椛1';'均伽斜!' LIトFぷとこんの
利�I句山総は， 7J-π平而で右上がりとなっているが， 本航での(;し1) Jーにのkうにそれ.が/Jγ|叫ん11!円
あっても， 議論の本質は変わら!n、

ド多段な 'レジーム」の定義については， 以下のFJ!j，j�iì .1.5を多!!日 なJJ， 投資(こ長J'-.)・るこうした� �つ
の効果の大小という論点はいくつかの他のケインジアン ・ モデルでも111凡されろ. í針lλI!:， Têlylりl
(199]， chap.3)では夫質賃金とl主LL\ ，;;iのWJ係， 起立(1 �)f)5)で(よ;kr[l�<í�行IH' J IJのIYHえに とし、う�.

れぞれの文脈で、平-(口されている
9 こうした利引}\l，1Ll*)Î�のjJ_Eえブ了は， 第212のネオ ・ γルクメ派モゲルのところご4・れ/二ように， Jjii'J)J 

|犯をめぐるコンフリタトによってマーク ・ アツアー存zがj判定さh， 不'J�lf，':]J 1:布行そ).111 (ね!ヅ;'f��u) í.�<í� 
交渉、i品目において実質it金の上打ーという万仰�iJlIJのl点Jtーによっぐ�I� � Iこことをプ?むいてt、ろ
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I�] 3.3-a:停滞論協調レジーム 12::] 3.3- h: 1;/�札

|χ] 3.3: 1"/y，:g:論レジーム

αk9o π4 
E 一一

( 8 -α)('u.")2 、 1.1"

と表される.(3..1)式と(3.5)よから求められる均衡稼働ユド'u" およびJ勾{白川IJyl'IJシコ

ドを代入してこれを経理すると，

αkβ< 0， 

となり， 資木・lZ出?�'î比率向は必ず正でなければならないので，

βく0，

が「コンフリク卜Jレジームが成立する条件となる. これは lìíj /;'.:のカレツキγン ・

モデ、ノレで、はその投資・告もlj関数(2.] 2)に|刻する仮ÆによりI�1)J治、ら排除されていた

ものであり， そこでは必然的にと!ミじえない成長と分配の|刻係でめるといえよっ!() 去

た ， β くOと い う この条件は ， IJÍj立であげた長WJ均衡のみ:Æ条1'/:には�lÇ:frj�l�して)j らず，

カレツキアン ・ モデルを衣すI�]3.1においては夫Jj�"11総(:).2)ぷがイl' ，:がりのケーメ

10らなみに， カレツキアン型投資関数をより一般的た|別'})!.，

9 -'- g(人11)θ9/θr> 0， fJg/θ?1. > 0， 

として去すと， ，6> 0という条件l丸 γ-11π/αkに注，Uすれば， 次の仁う/に条(判こよ.J'J，�;していイJ

dg I θ.rJ π θ9 
--. .:7 Ir=.= ，-: 一一一一+一一>0
du， l " θァαk θu

すなわち， θgJθ7J > 0よりも強し、条件をそれはつ:立しているのでんる この/l，に./".)いて(-:.， ，/)/(J， 

p.1G7， 訳182も参!!{�



「一般的にケインジアンは，_q没後経済においてj にIi\J投資Ifl，;: 2.1::�ぷふ，わめておュ

動的な後:主IJを主任じるということは，とてもありそうにないことと与え7.こ

たとえ， ケインズズ‘がノ式向H唆変したようにA必ミ， J<ι ニ文Jkk 〈ど;J山J九1によ つ て り収J三5叫丸栄: が I人1-，(1川|

f示利紺純':j{佐1日佐i主:ド科持j:されたとしても' ノ大〈恐慌σの)1μ:辺U己止υ，↑悩l

は，少なくともi起五)則割剖切�J(的'j刊l内句には，J民己引ωl日川Jハ川lりj令令.来が!fl(心山人"“t

0仙仙i1的{日jへの多額の支J山Jハ;をもたらすことをv)妨{り山/点j:げずることになるでで、点ん) Iろ/) ，う)， と )1・�: 

火傷をすると二度日は臆病になるものである q没後J�jの救済策� (.t， う]1円己卜ー

のバランスを賃金の力-へ似かせることのうちにあるように山、われ!こ ';l:�':':J 

すれば ， 件:�市論と協訓の論ßIlとが結びついて ， it令i川 ': !�I�)ぷkのl&�Jを/1 �， 

みI�J I1すことになり， とりわけ，介衆Lrlではそうであった

これは第2次世界大戦爪後の状仰に刈ーするIFしい珍|析であうただろう 'よ:

I��，手IJY問マージンは，資本主義世界のいたるところで!日iく， 戦/(1が始主あ

ïJijより111かったのである. だが，資本家は将米にえすする!'.11， ;'がなく， .1: 

た不況-それは戦守}の白然な「余波」とjよく子位!された が J山))11(1り

な資本の遊休を生み出すだろうと恐れ， 11初， XJí'J)�の1 �弘Jヘ:J，i11，liIにj公伐を

行うのをためらった. つまり投資は刻化の手IJYI'�J?ージンにさはどJxJぶした

かった. このようなリ叶11Jのもとで，:kJJ�IHI紋は，おそらくイ1ドがりで似(

きが比較的小さかったことだろう. すなわち，iTd三-f-:!件C���J)>Gl� iF�11I作は， 711

H、?のJï:i b之の，そして唯一の， ゲームであっただろう

〔こうした3賃tt.金主話巡治辺;2主(�但1担1成i長長という引J !協dお仏LふdJ訪弘訓制id山'd山d山j打(j下lド内〈りj?:白fイ本メ i七'.-1浜完の;打似i，'川t1Y川"1げ1

fI時I�昨:寺?却期]の特特.定の状況にえ来刈刈:リナJして，l立J;立り引味;あるものであつたということは， もっとし

らしい推測である. しかし， 11与がたつにつれて，手1J ìl��l-"ノージンは利tf.'j:され

つづけ，さらには改善されすらした. よりITl1)iなことは， fイムlされたイJ似i.t

決して現実のものとはならなかったということである. そのがi��，.，.たと

え，作�.�wがその当日:子絞っていたとしても，え:引1l!lkJkはもはや!hh，iJi，jレジ』ームと

川立し件ないものとなったのであるJ (ibirl， pρ17み177，IV'�] �J(トl(n (i.) 

にあたる. この場合，利�g':JIUIみ(:t 1)のド方シアトがI}正kベミ(:L;ムびヂIJWiJユ主) ;.!::'.{f\ I、

叶どることはIYjらかでちる

以後(こ，こうした「コンブリクトjンジームが生じたJIllj!とIYj-ir ;;�:について、 べ).やよ

くなるが， 彼ら自身の)(_ ";'I�をづ， rilしてお〈のがよし1で;(;Jろう

QJ
 



3.3.3 r間接労働」コストの取り込み

「賃金シェアのl二外をilったI)\::J(-むの似卜Jをメlレンキγン ・4-デノレで�Iil �いうlつ

の試みは， いわゆる「間後:J5'1励。v('r lIC'élc1 labor Jを11文り;.6 .tペ弘治でわら(I\()\\，! 11()rll 

1981， Lavoic， 1995) 核1úUJヰfの変化の;;�1��をLたらなl \'fl ('，;;�'(Iりλタンア泊、(:')Ji，j:))にふれら

!日Jf�分働についてはカレツキt�l.ý1J:;0tn，;NdしたII\J)的で4-〉めど)I})-C， この泌lilおはよりr :)J 

レツキアン(1<]Jであるといえよう11 こうした!日Hぷグ5'1仙の幼児;在日jìPなカレツキアン・

モデルに取り込むために， 15'{動j.Jを次のよ主に分�hlJしょっ

L - Ld十Lo

すなわち， 総労働Lは1 1宝山北のノ1(�Wの変化に作って比例(1'')にJ':';'i)，�，j-ど) í IJだl切なr11'1‘ 

{妥ツ汀動J Ldと， �f_山古1.:の7j'(i114と1.x，]1系ない間入[(1りなrU1J1Þヅ')働JをJとすJ J(JからU'J:IN�
�1.，るとすーる， 1日J1�è)5'{1到JLoは次のようにシヒペモJ�HYJ})'( 11\ ，'，'，'j ì'" の木市に依({してU�:)，と3

れるとする

Lo :_α。Y'

ここで， α。は問按労働・完全稼働fWLU比とf�をぷすハラメーターである. もらろん， ー

うしたパラメーターは労働治政の編成長(ùにに依存するのであるが， ì以後の北j佐川1:1)約

済の生産システムを特徴づけるいわゆる「テーラー主義の存人J (I\Iclrglill él.1lc1おけ1 () r 1 

L990)のもとでは， ??理労働Jキ3111併労働， メインテナンスツ;働などのU\H定分仰がそれ

なりの大きさを有するであろうし， また， U1EI"IIは保々であろうが)引代のイ'，，::�s:m*岐に点、

いて， 労働がかなり同定的な�lp玉虫:ぷであることには人ーさな_�N，治はないでんんう. よ二

れらの2つの労働がともにit令ノ'Jtl�式(2.11)で与えられる夫佐行令を叉: (j 1/jるとコj

れば， 賃金シェアLSは， 次のようになる

'w(Ld-! Lo) 
LS _: - - \ 

�- ，;/， - - <1/ 
= (J Iα( j-u) / (1 I z) 、、，，Jj

 
，tE、、J、，•.

 
，，eaE、、

ここで， ã{ はα。/αl ， すす一なわち， グ先己全干稼家{働助1I川l昨寺における川{以去ツ分5'1働助. Iリ山"山川'(1以式夫1刀，イ働助L比じ，や;?字t宍iをJぷ乙

パラメ一タ一でで、' ここでは所lj・と..15-える

さてjiT金シェアの上昇を伴った成長率の低下Jについてであるが， ，(�? <í::シー!_ -/ {r: 

Aえす(3.6)式から切らかなように， 主ず��lに， γーク ・ アップ，ドこの変化を{ I':� )1): 

11カレツキの価他決定理論と11-1]接労働コストの11.，J係について(よ， Sa\\'ycr (1 DH.'J， cll<1p. 1 '2)イじみ)1(\. J.:: 
l捺， Lavoie (1095， p.790)は， jJレツキアン ・モデルの史('1:の]つとして. IIIH主力{肋ーlノ、i合11メり
込んでいることをあげている. ま/こ分配論のfJIJJiûjからみた!日mu.í'倒jの介，L!:{' !:， 以下の(:Ui) J\J-.ぶ
されるように， 所得分配がもはやマーク ・ アッン+'-だけで々仁 川叫状態(松{![ijJ-千:) :こし(点イ{ J-る
ことにある この点については， 八日imako]】1I1os (1075， p.:�l，けを参!!日

50 



へ」とし1う囚*1刃係とは令:く逆のI�，J係がそこにはず7;ぷ-δれていと〉 ;、しなが!;J、 ー

1稼働率uの低下は， it令シェアの上JJ-をもたらす. すなわち， lìfií'ií'jて\、�)l)こJ、う

に， 過剰なJl'r誌もしくは1)Z資・おらtifJ必のiJ�トーによってづ|さ，�こされゐ'.kJ}� Illjií{�o)卜e

方シフトは， Jぷ長ヰ1ならL勺こ1去匂fドを1J�卜-さlf， tt iモシ::--T()) 1.')11ーもよノヒじさせめ もっ

とも， こうした「行金シェアのJ�.Jl-を「ドった氏Jピi匂)11\卜J i士会山小;こjJレンキγン(j<) ， 

すなわち， 低b成父長ギならび;にこf低尽1綜去1働!到m助u〆よネ+ドtが;利九d爪'i�丸��としレ. ぐCr'，ωB

のでで、あつて，手IJ1WlJギ紡Ji命にしばしば7T，Uされる「代合、ン工プの1'.引の、�:.) H市

うしたカレツキアン(1りな閃決関係は， ネオ・ γ/レキシアンによる不IJ�llnJ L:��;"Ji命()) 1t}七イ1).

活(11な分析の]つによっても， rt芯をl喚起されてい心のでわとJ

rUU1�労働という引象のために， 総it令(ttィi三と作治)のシェア()) j-. jl. 

したがって3 手1J�IIリシェアのド協は， )必�'1働励のi戦i波没如�Iå'川rl止!卜け，↑↑'l:のl仁)r与封糾f卜-とliいυI叫.

イ底下によつても引きi起包こさJれ℃うる.J (\川1γcいcisskopμf， 1 q 7 0 ， p;) 5.l ) 1 :2 

渉くに， マーク ・アップヰ�zの変化を与えるとすると， これは1ìíj仰のJJレツキアン ・

モデ、ノレの比較1'/[1とjとからもi1fi論できるように;f�利動中uの低|ごもり|さ起こすでんろうから

白金、ンェアを去す(3.6)ェにだけではそのダJ米はIYJら心当ではない. したがって， 卜ーでど

返されたrMJ接労働を組み込んだ形でモデルをjJH:r"fhX:し， カレツキアン ・ モデルのL'必

な2つの方程式， 手Ijy問山線とうだろl!lilk��を導くとそれぞれ以ドのようになゐ

ァ= (z'U. - ã，) / { (1 + z) o，k} (:).7) 

アニ(.00 +β川 (:�. K) 

fJIT節と同械に， それぞれの長則均衡1，，'(を求めると次のようにたる

地 ヲOZ Iαlβ 
T = (05-α)zーβo.k(1 I z ) 

一、lsJI，J

 

(-•

 

3J
、，/'l‘、

'(プニgoαk(l -i z)ート0.，(s -α) 
(s -α) z -βαん(1 I z) 

、、• •

 
，，，，

 

、，aJ(

 

-
J
J

 

e
・，，，ι・、、

s(.90Z +両β)
( 8 -α ) z - β似 ( 1 I z) 

これらの均衡他が有意で安定的であるための十分条件は，

9 、1Iノ1

 

2
J

 
r''a，‘、

12また， lTcnlcy (J987) も\\・cisskopf (1070) とliÍj伎の分イ斤を1075-H21，1�の!日).主-CiJ1:'JJ� �， IIIH!i');'1'削

コストをjTf定義し r.長引条件の:t!J;化J と彼らが1I‘Fぶところの総iE全シJプの卜_fl!こ欠j -.Jイ) {JI:{'.-jd'印'J'ーに

の効果が大きいことを論じている



{ (z - 51) / (1 -lご)}(8一日)ioA-〉fi100・ 、、Bt''
Y
}

 

9
・l

 

•

 

、，
)

0
・

.!J() I èil(s - 0')/{(1 I と)川} 0‘ (:;12) 

である13 ここではこれJらの条刊:が�，;t'，i /こJ3;!していゐとぺ"LしJ:〉

以上のような間接労働を組み込んだカレツキプン ・七デノレなしと(こl代，i�iÌ �I�' i íi� (J) �:) ，七、
'ず，

é}g< 

8之
ー J1.90αょ|αI{(S - 0 ) - ，)ak}! 

{(sーの)z - .iαょ(1 iご)}L
()， 

であるので14， 先のl\Iarghll (llld I3l1Cldllriモデ/レのような手Ihl'IJJ i:桁;二、しと)�L/i;NJ<J ) 

低1" ， すなわち， マーク ・ アップヰ� zの低卜ーによるjぷjどドωiI�卜/:.iごのよじグ/レ.(.:よ・1・

り立たない し品、しながら， 先にふれノたようなカレツヰ'プンi'1�Jなr j_ \: :I�シ-' ソρI.H

を伴ったjJ，え長率の低ドJ ， すなわちγーク ・アップ不の卜-H-j;1約六iN.k土{J�卜-さサ， :iilll

.5R:として穴金シェアのI);i-をもたらす11J能-1"1:はある 去7乙 こうしたilJíì�dtiム ヘ'ー

ク ・ アップ率のよ外が賃金シェアの上白・3 すなわち， 不IhlllJシょアのí I、� {;与J �"J I主J\ l� 

こすという一凡オ応ーした結決をもたらす点でもfm，i命1'1りに興味深い.

このような成長率低下の可能↑生は，布川命からいえば， LélV()i{、( I �)qf) > p pぷ() I-K(J:)) ， 

およびRowt.horn (1981， p，21， ぷ25μ)がマーク ・アップJドとやhlVJシJγがJ�z刈(:�!li)J

くケースとして言及しているように， 1/\]1主力働コストを示[ lひiを/レ〉γカレツ4・γン ・七ジf

/レにおいてはとtじうる. このモデノレの1'2 J�J均衡lこJJ(Jゐit令シー1・• -j' �とよいんらと， (:-u;) 

ヨこにと (3，10) ェに治 、ら 次の よ う になる

90αk I G./{ ( 8 - 0' ) - ，JaJ，.} LS< -
goαた(1 + z) Iσ，("，ーの) 、、，E，，l

 

，.

 

-p
j

 
fe--‘、

ここから， θLS<'jθz> 0が成り立つためには， 次のようなIYJ係ががIJれl二むjしなけれ，( ;!っ!l:

らない.

[90似トα，{(s-o)-βαk} l.q()QJ.ぺo

13 m2完全のjJレツキアン・モデ、ルと1;;Jt長に， 以IJt (稼働;':) ，iN，j'!j'� (/)火'，JJ'i:iï: :，> 0、l二J�) Í'Í' i L，�: (，[I)j・;.11 ‘ l 
を1芝田すると上i&の条件がえられる

1'1右辺の分子の[， I 1)']を書き換えると，

gO().k I ().1(Sーα)/(1 I z ) IαLI{z/U I z)}(可ーハ) - /1r;'kl 

となる. ーノム 先の2つの卜分条件U.12) ， (�{. 1 �nを'!í'�JI!1 :.....11'(-.).と， ;?�()).tうふ:1日I{:?;/� ， ，!;，・JaJ l心

{z/(l I z)}(δーα) - ðOk >ク()ωkトα'(8ーの) / (1 Iニ):> (J 

したがって， 分子の[.]内1'1常に正となり， ÍlII'j微係故(}g・/ (}z (つれこれ:. I.cィ.， .. 



.90く0; )
 

}
 

.
•

 
1

 
•

 

'
J

 

.
，

 

干 、ーーペ
、 [. ] 内は必ず1じとなるので1.) クo(JJ.; ()， さらに， (I.J..; :i: 11 �でIJ: :t，J ;. ( \jJ: :パ'

ので，

という条件がii��)たされてし\る場介(こは， スノータ ・ プンプ，ドとの|:}J-!、二J、<，1 ，
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アの上弁をf、j�ったjぷ長ユドの低下」がノト;じることになどJ このゑíT (:\.1日) J U L. :'J'��! 1い

の筒ìp.なカレツキアン ・モデ、ルではJ l�JglJ川知のみうと決十!: (2 17)によりじl:j;�� � ，! 1 �::.' 

いたものに他ならず， モデル(こIìlJ以ツ;働コストを制l /}- ì人! ;\ごとにJ、勺てI�-/r. '�; �二� ，) 1うξ

(すなわち， (3.12)式によって， クo -._: (JがIJJ'Íìtとなる)矢fi-ぐん<.:J I tl 

こうしたj北長宅低卜ーのケースの引;よ21'1りつ:ぷ{よ) j't:ß) HIc、ckt'r (lq��J) U)I.1I)IJ;ι'i') / J、 1

れているように， インブレ圧力のもとで終済成kの低トーがぺじたとい・〉ふとにんど). -，J 

庁わち， 生P左右の過剰なインプレJUJi，IJ=が過剰なγーク ・ アンγよいな't�.;)とし， ぞれはIj�: 

�tT消7j}J:'rJ;;: 1tの低下をiÙJじて稼働ニドを侭ドさせ， さらにJ吃ff・l�fl: f l' (1 il�: .';.tらfJ�卜うl}-心、ー

とによって) ��終的に経済成長ヤを低卜させることになるので;らじ. -1・'
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アについては， マータ ・ アップヰtの|オi.(こよりいl々のツ�，{励行.u )，三けJI;ど)'(.1口(1i令: i: i.!�: 

|ごするものの) mii去ジ;働というY�'@J{�JI:誌の効��が仰jくためにJ I(<í>�'えげJI�ピ) ，)�./lruJ t片山

数はj宝山ït�の減少と比して十分には低卜.せず， �h)ì�としてi fr<íぇシー1'_ "j'IJ j上:;υJγλナ1

になるIげ7

さて， 以上のようなnu援労働を組み込んだカレツキアン. -:Lヅ�. }レにおけるHM三シJ，γ

の上M-を伴った成長率の低下」の理論的合広をJJIJのfrJ lえよ泊、らひるためにJ )Il� (j )入Llrglill

a.nd Bùadlll・iモテ、ノレと上じ11皮. �食付してJメょう. 柄引必jふ千. -不IhIV，Jシょγ、ji'I(li 'C二ニてのU\片山

)�'働モデ、ルを展開すると， 先の不IJ rIV.] 1111似(:).7)および'ぷJ�� 111ほ;� (:�.K) IJ， <.�しで� 1.， 

π=(Z〆U一両)/{(l 1 z)什: 、，E，J
'
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-JJ
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πごαk (.90 1. I九)/ { ( s - o)'I/} (:\. I 7) 

となる. これら2つの曲線， およびマーク ・アップギzのI)riーによるf1J111ij!11昨;g (:�. I (j) 

のシフトを凶示すると凶3.，1のようになる. ここでで、(はよ，不利|リ!川jlll川111円円l1i川Jl-

15脚注1-1参!!�
16もっ とも ， go < 0という条件/ごけでば， モデル全体の，Jと合nのえは/.�/)，.;_; I !イi分どん心 ... ノ しi

仮定された安定条件(3. J 2)式に示されているように， ク()のÚI'(:こし!卜'I�j�がん心。 千五十!:�:l，�JJ(J) 'I)�出

で長期均衡が宏定化するということがカレツキアン ・ ミーデ}レの介.0()) I つごんどJ山. �) ， ご弓L/ーjf�

式的な安定条件に関する議論も主要でんろう
l7 70年代以降の長期停ii17をこのようなマーク・γノソ+0人L引にむとめら"出，i(;iì .!�しζI!リ 出川11 cll ( I � J -;-(リ

を参照. もっとも， そこでl-tマータ ・アップヰ:の1�刀以外の似ノJな質問について'/j LU之されてl、わ

r ')‘ ; )。
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図3，-1 :間接労働モデ‘ルのごの1"引， : r ['，'，'j �弘治- WJ，IN，]Jレジームぴ)ケース

の保政効果のため稼働率のじ舛とともに不1J�I'l，JシェアがI'"H.-;Jーらjこt/) ， イ1・1'.がりと冷(') ， 

方， *1見山線(3，17)は， 条件C)，15 )ょによりイ" 1:，がりで， ル、fつ) ， 干ρ利|りl川i礼川I'l川J

りなだだ、らカか〉寸えなfげ{傾l頃J兵1きを十十ド作、j与'j=つ1は8 !区図乏罰13，-!がぶしていること{には:立t， 入川Lυlけ げr 以ωl ill (11\(1 1�ll;\<illri (I�リ川山)日川:リ)() ) 

の言2共柴i足5を用いれば' ちょうど彼らがれ:， 11する「千円相，治ーコンブリクトj レジ__ I、内放" ， 

とでも呼ぶべき「高揚論-協調J レジームを|台Hi:iJ�働モデ、/レがH�J)比してし、心， とし・トうー

とである. このことは， r作淵'，;論命-協市訪l山 レジ一ムの特{似以をイ仇J寸つサ寸J - る |け山ìí泊山h臼j "市;

キアン . モデ、ノルレを， 1\1川1a訂i日げrgυlj 1ハ1 alld ]日3La川aduげ山r川'Jモデ、ルが 「円{十竹"ぺ心"吋咋:子千j十日川川，f付引ι;1出iU;

つつ， 実質賃金と成長率(および不IlyWJギ)がれのi刻係をJJj-つ「コンーノリクトJ レジ

ムを導入する方向でモデノレを拡訴しているのに対して， U\Hぷ))HUJ二むゲ/レがめくJで4J

「協調」 レジームの特徴， すなわち;夫よぶぶ�)Î'釘J守11行f(<î令そとJ)成Jぷ比μiμ三.\(ヰヰ中� (υ).)"よ仁οび《不ρ利|りl打11川川|ドいげi11lJ斗l

してカレツキアン .モデルのiJ.よ0Hをしていることをぶしていとj

こうした2つのモデ、ノレの拡娠のノj rílJ'I'Jj:の迎いは， ひとjがえってkJUJi，'/?':!:ど} 'hq�j分yljl�

の関係、に対する見解の相逃として浮かびじがることになる， lìíj.fí'にれいては，主主治jぷ

18手IJ治川I線(3，1 G)と夫現!日]線(3，] 7)の傾さにし それぞれ，

dπ αI � 
d7J. = (1 + z)υ2' > U ， 
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となる. また， モデ‘ノレに仮定された条{牛のlつI (;U2)よから，

αi 、 gOo，k一 一 一
1トz s - cl 

という関係が成り立つため， 手Ihl�Jull;ffJ! (3，lG)の傾さ> -どりLIIII ;í'，�í! (:U -;")のお.山， ん・叫ん').lら



長の低f"は， 少なくとも江� --�i史的には尖t�t�. � �三の". �'II-といシ分[���によì ( r -::> ->5' H)J iJll. !) ) J点

来の結決なので;t，)り， 後:-(í'においては， γーク ・7・ンツ，.;:;というう)'1日�!)) ì:I)J�，f.:�hÅi�'必

ぷが企業イHlJに-jj((J(こ11!，'jィイどしてt \むことがそのijdぶflt fJ111〈凡J))て:・1・) �: 

また， 総じてこれらのモデルJ民間は， 先の1 � 1('(・k('r (1弘前())社仁川にil ì'í: �l.!�\ (/ )う九に;-�

iU:されている 「定21化された4夫Jのrij1�fk� 1 寸なわち1 r j? �� 1二lj--- aよ利;引刊!円hl'，'川J

j長云低下Jといつたなやや2五宏f....:こ与必bなJ ，�ï tU!. iJK (1りないしネオ ・ γ/レシンツ'ン(I(J ��: r íJ l;ji;i� -1)- ，( 

ド」からの解釈に疑問jを呈するものといえよう

以上がi」;土近のポユト・ケインジアンJ)モデルの動I{'J C).') !j ， ζ〉し:iりíl山弘íl;'11じιh山;しい川，1川II�iìI'的']下川!ド内�) f.ι々iに: JI!μ; 

{修彦lEビiは， 来託研究をも7Tめた検，i、;が必法:で;わるが1 (.大巾で( ， L.{ 'i 1'. IJ'f�. ì�;:どjfiji，l~'J、.- j ;):ス

ト ・ ケインジアンの議論を促えることにしよう

3.4 補論:力ルドアの「完全稼動」条件と力レツキアン・モデル

既にj込ーベたように， カノレドアはれらの)J:X:lミ'':l-デノレ(1<，dc!()r， I();，(、 |μ!リl(i川1)♀ιω'JイJ川l

るにあたつて) ["完全F稼ぷE即動U訪IJ J σの〉仮定定'を品科紺純i日任i七J作!午tしつづけ7たこ. この似むの11:.、li{ifLi:， ;;fj三市(/)

カノレド、アのづ|丹J (Kaldor， 1957， p.595) (こみられるように， )，��イ刈υ1，内〈りJ (己::.(に�l仁じJそとUの)、l竹íll日川'J

史的な 「司司事I�弐笑た足u にその2基主�i礎進をおく ものでで、ある 治が:刊[II}II川L山、jゲ川J"日二T(にこ' カ/レ川ドぐ勺γγノ(じは;式tl)乙、勺dてぐに， 、二うしjた 与

仮定定，の正当化の{恨:長良お抜挺拠i!1について， エ!iJ命IJりな均しr.!X治、ら".注IÎ命を以IJトJLたことがめイ) (1-\ ，Ild() r， 

1961， pp.195-203) . しかしながら， カノレドア日夕のÛ�.1Í1iìししゃべ.Jí'，':'jä�むな欠L、ぐJì

り， むしろ本論で述べた「稼働不u -不Ihl町千� 7' _'!f-，(!jでJJ�IJ�.JさJ したカレツュ\-γン . :L-γ 

/レ」を参照基準にして， その議論をj泣いしたほうがより問j' � J ，，'1: 1ft �J: � ， () )と�，: �:). J:人卜、

簡単にそれについて論じることにしよう

まず包f芯:すべきは， カノレドア山身は， カレツキアン|ねなギン〆�r�AリJ的仰'.J(/) I'JlirJt�. 

I� j{!1'ITになa1Rしていたことである夫λぷq院際抗以氏'�) i投交r資i . 11河よili川'，!'，f '�必;ど4:j.をj川川リ川1: Iりj.と寸寸-ぺゐ) ["門1;、1心1

来剥組Jdよみのもとでで、は， 投r資J: . t必告吉訓t.f泊4七以』」ぷl:j甘而守1公必l山U:;:のf他凶に(依t広〈イιf正:すす司ζる) �;キ総 "必 ，芯 ぶ色幻"('，�: f叫必の1状j犬之行1態岳(にこυ)，よLじ;じて， ネ ィ ケイ

ンジアン(l\Jな状態とプJレツキアン|ねな状態は3 ともに11.:じうることノピ(，�) ú'ú・(こJ'1�f(I:(して

いた. すなわち，

[" [投資漏jgが比較的小さい， カレツキアン(1':)な状態にA'Il、lí - J-るJ 1 jíi行の

ケースでは) [マーク ・ アップ合flj桁ぷ注-というJ {illi 11)- .{'υI J (}) 1引係().VÍ" fりわ

配)は， 市場の不光全性のjぷ:合いによって独立に'j.えうれJイJことγなり，

iililJj尚の水準は， 首長以JwのハラメーターO!J:抗- ixfi ()) WJイぷ)に.J:ゥ'Ci)�

定される〔投資;需要が比絞(1':)大きい， ネオ・ ケインジアン(1')た状態にIII 、1'，



する〕後有のケースでは) p'{:: U\ (，'j I �t (完全K��Ùì;JノJ�;jt;によって1 }!I� \(;ι'j. :-: 

られ) "r信妥!共j数， すなわち貯1�i刊誌ピミの|丸山ミによって， U�:lとされよ〉ミとにfi:

る.J (Kaldor， 1961， p.1DD) 

「しかしながら」 と， カノレドアはJ交流-iVJらげ

「与�際， 投資話�をメピ配するのは， j}日よ� ，(，'j r)) J戊1(:;千三であらJ ( f"': é 11 d ( )  r ， 1 �)( j I ， 

p.200) 

すなわち， カレツキアン ・モデ、/レと[1n+;�長に， �文:ti . ii!if�li'l{i'山;\:， U・(/ i 1: ，'，':j (j )�J.と化土j�-.J

稼働卒に反j，t�する， と. さらに， つけくわえて， 次のよ7な;UJjJ〈1;{jt勺〉ど す〈i::わし

「乃j主山向-σの〉よi(仰;

プイ刊価H而耐fi�絡各設定定.とい う制何I川J各dヂltυ川j川川!日jの|閲苅{係子系u のも とでのII町川貯[，;げ';: 1抗Uの)J川(?竹iワ1υω川j均川加)1川11づ分〉をを:Jむ必じ江巳Ji4::ji過位ι-寸;1- �ふ;ふ) ， 

と恕定することは妥ユ当fでで、あろうJ (Kcれ川1けlcl山山10川o印)川汀r， 1μ川1リWl， p.:2()()) 

と. こうしたカノレド、アの議論の民点を， 以ドでは， 本li命のプjレツキアン :ヒヴ勺レ(こJ!I J 

して再情hえすることにしよう

まず， 投資・蓄積関数をカレツキアン ・モデルと[riJじものを川い， さにJに， 小;l;i(iiUJ

Iarglin and 13ùadurjモデルと同級にfjr 'j・のマーク ・ アジアのもとでU)f):Ht)J'�べん、!:).f.1

?問率への効果に留意すると3

.q = 90トαアー|β'U 7" 90 Iα1" {ご/(1 I z)}/川I I I J 1/. ('.2， I:() 

であるから) (産出高の変化をぷす)稼働二作'1/ 0)変化にflべう(fi本ストック八. iì í. {わし

たりの)投資の変化�'J:， 

U9/ éJ-u，ニαI{z/(l I Z)}/Ok] Iβ: 

と表される. 一方， 所与のマーク ・ アップのもとでのí ，IJ-�Il派(l'jJr;:抗似li)�Jにおいて

は) (資本ストックJ(単位あたりの) Jtj:訟は，

sγ- 811 [ { z / (l I z)} /州

であるから) (産山市の笈化を表す)稼働率11の変化に{lうJI'j:抗の変化は，

。Sア/U'l1 = 8 r { z / (1 -1 z)} /叫;

となる. したがって， カノレドアのうむのづ|川が述べていとJことは，(rノクI () rJ) .・(iJ人/' '()II) 

であるから， 盤理すると，



3> (8 - o){zl(l Iご)} (1)， (>�. I ;--， ) 

という灸件が43られる. この条1'!:を r稼働中{/ - .��I];I'IJベ.� I・ \ r;� i (1 iで似|)iJミjしムヅj :...，ツ

キアン ・モデノレJを去す図3.l{こおL・1てJ<J)�サーとふとすれr!;�'， 1:)�:・〉どそっ! 1，( ì.， [:1， ì'III'� Il! j ;;".�j� 

(3.1)の{頃きより， 夫JJ�f!l1総(;�.2)似{さが大さし\:!}\lìS( -丸、Ji，ぶしていどj したが.....-).\._ ， プJ

/レドアが課した条件(3. l8)のもとで， カレンキプン1'1りな小ンヒJiWJhillj，!?J{1)1JYシ; ;i�・î: ;:.j�(1りに

芯l床ある状態で存任するとすれば， それは|ズ) :�，f)の点 /":1 U)よ) Iこならーぐ、んfVう

r (.'J() 1 ..J 11) Iい - 叶(:{_'�

。 11 
?I 

図3.5:カレツキアン ・ モデノレのもとでのカノレドプのがン己全f�jUJ灼íq�1

ここで， 不完全稼動均衡点0Jの特徴を与作してみよう カレツヰーγン ・ モヅ/レに

おいては， 企業のマーク ・ アップ。イdli1科技注'によってれ�rrは;作(こぶIJ?IVJ IIII*�� ( :)" 1) 卜.にん

るとすると， 実現山総(3.2)の導山からIYJらかなょっに， その似より1" u) íifIJ}州よ， ，ti1 

i曲投資=財市場の超過治安の状態に対応している それJゆえ， j)レツキアン(1リ々が完

全稼動均衡を表す点E1はr不!X';む なJ勾{衡j奥知飢:リ札h川 ;卜f ，'，げ川"人fιμ1，イ仁1‘

え， たとえ経済がカレツキアン的な不完全稼動均衡にI�((Iうたとして九， ;ê: )，'LI�t r �J:I.iJIJI 

(1むな現象であって， 遅かれ早かれ， 経済は(終消:1'1'-.) (こ，G:I��んど)) /，，� /刀(j) :j)� 1iB /'、し

到達するであろう， というのがカ/ルレ ド‘アアの議 論(Kく{é υ川lけ!c小1uり川j

で、ある

こうしたカレツキアン ・ モデルのむとでjlX1tfされたカルドブノのふlijiiのfJにひとと j;M(!�) 

に述べれば，

19より形式的には， 第21在のカレツキアン ・モデルにおける隊働ギ(J<�IJ\;) ;;}1，J'!r� (�.1(j)泊イ!fi}j' �� - ) ';j l 

IJ， カノレドアが課した条件(3，18)のもとでI�L， J�J1�'f似{:助平がイぐ交正'ごんろことがJII:前で\イ

57 



「カルドアのモデルにおいて(よ ぺ〉'己今:}{íU1J lにんづ': f\��日JJ)んもれよィ:公}i. 

な ものとして仮定されている. そ の よ -) なj句作Iのl. 、 ん 、 凡?と) íiJ.l:党I'l�)ぱ，�L �" 

来数ー加速度型の力を解放し， システムを(完全JilUijニンじ0J，、�ijj(Ï ) 1 )-.: J 1:γ 

向かつて駅1UJさせるであろう.� (1[;1111\ ，\11【I .\ I a t t 1lt、以内 I �)(j 1， P川I ) 

ということで‘ある. 一方， ひるがえって， iJ!レドブ'のIöたIijtfl:， カレγ二千ソ'ン ・・ヒプパ

にとってなl床することはもはやI�Jらかであろう. こ，J'しにつしγぐは 1μJ一ソンdの)川(1ω〈りωJμii'{i古，

文「口江をl以1泣立後にづIJlJしておくことにしよう

「カノレドアはかつて， (カレツキアン(1りな)完全総引にjlJi:じにない;1}�1H.;で(j.1

加Jili&効果はいかなる均衡をも不:ムヲとにすると，i命じた 似のllì�，;(J!ì ( -l， JJII.dI 

皮困チを表す引 が (;ff 'j-のγーク ・ アンア�{"li'1-?t p'，じじ()) .�)とで、 ((

出向のよ白)Jnに伴う投資のよI�'l ))(1が!!' ;:訟のl':'�' )JI1を』lij i的てjーらはどJ ;Jfll l \ J沿fv'

のみ正しい. もし加jili&ーし1(1 r-が泊、なりωいとするならば ム::'と(I�Jえにt'J1ij!f t': 

〔カレツキアン的な〕完全稼1VJにお!11jたない状態においてr;J Ilfúl3なの(';f，;バJ._1

(1ミowLllOrn， 1981， p<H， 11 0 t.('， 1:)， ，;)( [(jμ) 

3.5 補論: (稼働率ー利潤シェア)平面での多様な「レジーム」

の定義

ここでは， 木論で言及されたいくつ均) íレジーム」について， 1�1"l<jllri ，llld入Ll r;..;li I1 

(1990) によいjして， -{�( r-のiilì足，0�I�Jを千J二う

ここで「レジーム」と呼ばれるものは， ()1�.4((1りには， γーク ・ γンブヤのが化;こJ、

る)利潤曲線のシフトが， どういった効米を十ljlっかによって山JJ起され，ていゐ しjこが/)

て， もう一方の山総， すなわち， 夫JJ�1111似の状態によって「レジームJがはUとこ: � しとJ

ことになる. 以下で述べるように ぷ)J�IJllkJkの状態I:.t， 核f，助‘ドとflJWi.j �" (J.i ，J: r]j刈ビ

率)の2つの変数に対応して， それぞれíMiきJによとJ 泣いとf{lJ'[さの人人:�: J (なし、

し0Lìí)J性)によるjQ;いでぶ現されることになる

まず， 災:g:�山線の「傾き」による泣いは， Cてノーク ・ アッγ，ドの1. ji.にtゐ)不Ilìl1t'.j lii 1 

線の上方シフトが稼働半を低めるか， "':1めるか， を.1::'す. すな�)ち， 次の.J: -jに-1:と

められノる.

- 停滞論CsLagnation isL)レジームニマーク・アップ干のIj{ ('Y引行ノミ'ドの{l\卜)

がより低し1経済活動の点打Eに結びつく. したが勺て， )SJJL li:1似(より;- IウメりJ



- 荷揚論(cxbilara t iOll ist.) レジーム=γーク・ γンプニドのI'Ji・(夫't:;T!.? ��よいのか仁

ド)がよりわjl \t，主済活動のノki'1í;に;iilliびJ、ベ したがって 'j�j:!，l!! i ; " -).; ，し「イ; ! o.i�'; l) J 

次に， ;た:引ftu線の「傾きの大きさjによる迎いは，γ、Pーク ・γγ-ノ':í:�Cl) 1:) ，1，:ニ.1: ;:>) 

利潤山総の上)]"シアトが不Ihl'，�l;f� (およひ、)AJビド)をfJU，りふん\ 111i ふりとJ!J \， �.: 1<-;.1・ 1 

介わち， 次のようにまとめられノア

- 協調(coopcyaLion) レジーム=マーク・γジプ中の|てir'- (ネソ(tj_?令よいのfJ� 1'")が

より低い利yl!日半をもたらす状態. したがって， 夫JJLII!川i;��の似さの人主さ(.\勺 十;仁川;

論レジーム領J}!Xでは守;利ìl�J似の似さより， ，'，'，'j j弘以ω1辺必μ;JJjj0lidii;1i山しレ〆ジ一Jム、(旬i江1!ゆJ川l，�ぐ山:L.υ;一:.j:川，イギ判判iドい川:1川|リ川J';川川.;"刊|ド川l1り川Jリi

さより， 小さい

- コンフリタト(collI!icL)レジーム=マーク・ アップベのI��d. (五'tT L r( �:::: í.: t) ) fJ\・

下) がより，'，:)し叩IPI到来をもたらす状態. したがって， 夫jJLllI1似ω{tJ'[主の人JJ

は， 千字削;論レジームf!l'IJl!X;ではうF不Ihl'J�1似の{民き上り， ，� ，') j弘liIiiレジーJ、í)l'li}，�"C' I J.f:llil'，') 

r!lJ線の傾きより， 大きい.

したがって， 以上の保々なレジームを， }均匂{彼j負íÚ}λ1'\1� �ででc、の手利|リl、;計ìl'r川I

j成求長率紋) のイ傾頃きを所与与鼻として， 均衡}.';�近伐における χ，lJ三ぷ守:J斗JLわM川|リ山|リ山11バゆj紋3涼ルHゐμ}己が;ρ:; ，ì泊岨;過ω寸;らシ(何江r川汎山'IJ引IJリJ岐i

いとして表すと図3.6のようになる
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図3.0:均衡点近傍での多微なレジーム


